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啓明通信 
学校教育目標 

       ○将来に希望をもち、豊かな知性を磨く生徒 

       ○自分に厳しく、他をおもいやる生徒       今年度実践目標 
       ○ねばり強く、心身をたくましくきたえる生徒   「みんなが幸せになる学校づくり」 

校 訓 ：「独 立 自 往」         ～学校づくりの＜主人公＞として仲間と共に歩む生徒～ 

 

 

 

規律・調和・挑戦     １学年主任 安田 裕希 

５月２７日（火）に滝野すずらん丘陵公園で、１学年最初の大きな学校行事である校外学習を実施しま

した。当日は朝８時からスーパーで食材を購入し、時間内にすべての班が買い物を終えることができまし

た。グラウンドでの出発集会を終え、予定時刻通りにバスに乗りこむ際には、元気な声でドライバーさん

に挨拶をする姿がありました。 

滝野についてからは、それぞれの班ごとに炊事開始。かまどのブロックを運

ぶ人、炭を組み立てて火を起こす人、野菜や肉を切って下準備をする人に分か

れ、自分の役割を全うしようとしていました。ところが、「火が全然付かな

い！」、「肉がうまく切れない！」、「火力が弱い！」などのハプニング続出…。

「本当に大丈夫なのか…？」と見守っていると、「焚きつけ増やそう！」とか、

「私、うちわであおぐよ！」、など自分から行動しようとする声があがり、臨

機応変に炊事を進める姿が見られました。計画通りにいかないと分かったと

きに、自分に求められていることは何かを判断して、行動できるみなさんの

姿はとても立派でした。苦労の末にできた料理は格別で、食事の際にはみん

なの笑顔が溢れていましたね。 

炊事後の学年レクでは、生活委員企画の「ボール運びリレー」を行いまし

た。レクに全力で取り組む姿に加え、互いの学級を応援し合うなど温かい雰

囲気の中で行われ、みんなで楽しい時間を過ごすことができました。 

 さて、今回の校外学習を通して、得た学びは何でしょうか。学年集団とし

て成長したことを挙げるならば、①あいさつや時間意識など、日常生活で意

識していることが行事の場でも発揮できたこと（規律）、②炊事や学年レクを通して、学年・学級への所

属意識が高まったこと（調和）、③様々なハプニングに見舞われながらも、班員の力を結集し、乗り越え

ることができたこと（挑戦）、の３点ではないかと思います。学年目標の柱である、「規律・調和・挑戦」

を手掛かりに、１学年全員が大いに飛躍した行事だったと思います。また、１学年協議会や各委員会の活

動が活発に行われ、行事の大部分が生徒の手によって運営されたことも、大きな成果でした。来年度以降

に行われる、宿泊学習や修学旅行に期待がもてる内容となりました。 

 夏休みが明け、２学期が始まると、啓明祭、合唱の会と大きな行事が続きます。今よりもいっそう一人

一人が輝き、「魅力的で温かな笑顔あふれる１学年集団」へと成長してくれることを期待しています。 

今号では１学期の旅行的行事であった校外学習（１学年）、修学旅行（３学年）の振り返りを掲載い

たします。なお、宿泊学習（２学年）の振り返りは、次号掲載予定です。 
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＜３年生 修学旅行日程＞ 

５／２２（木） ・秋田郷土芸能なまはげ太鼓ライブ鑑賞（恩荷のみなさんによる演奏） 

★秋田県男鹿温泉男鹿観光ホテルに宿泊 

５／23（金） ・なまはげ体験プログラム 

（はまはげ館見学、真山伝承館なまはげ体験、真山神社奉納体験） 

・康楽館（演劇鑑賞、舞台装置見学） 

★秋田県大湯温泉ホテル鹿角に宿泊（ホテルにて学年レクを実施） 

5/２４（土） ・ねぶたの家ワ・ラッセ（ねぶた見学、跳人体験） 

本物の体験を糧に      ３学年主任 福田 健吾 

５月２２日～２４日に、３年生は修学旅行へ行ってきました。 

 初日は、秋田の郷土芸能「なまはげ太鼓」を鑑賞しました。な

まはげが会場に現れ、激しく太鼓を叩く迫力は凄まじく、会場は

大盛り上がりでした。２日目は、なまはげ体験プログラムを行い

ました。なまはげの由来や歴史を学んだり、実際のなまはげが家

に来る様子を体験したりしました。日本最古級の木造芝居小屋で

ある康楽館では、笑いあり

涙ありの演劇を鑑賞しました。目の前で繰り広げられる演技や歌

やダンスに生徒のみなさんは目が釘付けでした。最終日は、ねぶた

の家ワ・ラッセに行きました。ねぶた祭で実際に使用された本物の

ねぶたはとても大きく繊細に作られており、青森の人のねぶた祭

にかける情熱が作品から伝わってきました。３日間で北海道とは

異なる、東北の文化や歴史をたくさん学んで帰ってくることがで

きました。 

 また、知識だけでなく、秋田・青森での体験活動や地元の方と

のふれあいを通じて、生徒一人一人が人間としても大きく成長し

た旅行にもなりました。視野を広く持ち集団行動を大切にするこ

と、時間を見て動くこと、話を聞く姿勢や話し方、周りと協力し

て自分たちで考えて動くことなど、「自立」するために必要な力を

伸ばすことができました。 

これらの思い出や経験を糧に、残された中学校生活も全力で駆

け抜け、１・２年生から尊敬される「啓明中の顔」として頑張ってくれることを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 


